
新年明けまして、おめでとう！ 

昨年は、コロナ、ウクライナ、物価高騰等々、嫌な話題ばかりだったが、２１回生の我々は負けずに 

しっかり生きているようだ。コロナが収束しない中、関東では対面での同窓会もままならず、昨年 

オンラインでの筑士会をやり好評を得た。故郷、福博の街では仲間が対面での交歓を続けている。 

「大丈夫なのか？」等々の批判・心配もあるが、故郷の仲間の元気な姿の報に接すれば、それなりに 

負けてはいられない、という気持ちも湧いてきて、体の不調、健康問題も一時的にでも忘れてしま

う。 

そんな中、昨年末の歩こう会の報が届いたので、本年の第１便として掲載します。 

故郷の仲間の元気な様子に、元気をもらおうではないか！以下鳩宿君からの報告。 

１月７日の第 1 回歩こう会「寄川亭（三社参り）」から始まり、２０２２年最後の 51 回目の歩こう会

です。 

今回は、西鉄二日市駅東口に 12:00 に集合し、天拝山登山口の武蔵寺から湯町の「和心 にしやま」 

に行く予定でした。しかし昨日からの雪で足元が悪く、小雪がぱらつく天候でしたので、散策は取止

め、 

「アルコール会」に直行することに決まった。13:00 湯町の「和心にしやま」に向かう。 

参加者は 10 名。二日市駅集合組の、幹事の行實君に、服部君、本吉君、小西さん、稲永君、寄川君、 

鳩宿の 7 名。直行組は、森実君、関親子の 3 名 

１０名とは盛況だな！ 

「和心 にしやま」は、いつもとは違う大人の隠れ家的な古民家で、木のぬくもりが感じられる落ち着

いた 

雰囲気の店でした。（今回は、予約制の貸し切りでした。）ななっ なんと貸し切りか！ 

 

料理は、青葉のお浸し、お刺身２種（新鮮な厚めのハマチ、トロ）、牛筋大根、卵焼き、サラダ、出

来立て 



柔らか温豆富、エビと野菜の天婦羅、ご飯、お味噌汁、香の物、栗の水菓子とコーヒの「自家製温豆

富ランチ」 

と要予約の「あら炊き」でした。正月料理を年末に食べとるんじゃなかや？ 

味の美味しさはもちろん、一品一品、丁寧に作られた料理の味は格別で美味しくいただきました。 

お腹と心を満たす料理でした。関君も完食！全員、元気の源、胃袋が若い！若い！ 気も若い、よか

よか！ 

 

お酒は、久留米の山口酒造、「庭の鶯」（２本）と糸島の白糸酒造、「白糸 70」（2 本）を飲み干し

ました。 

フレッシュですっきりとした軽い口当たりながら味わい深い、お替りしたくなる酒でした。 

お店に酒の１本売りがなくなり残念ながら 4 本で切り上げた。なに？４本も飲んだとや！飲み納め

か！ 

大きな声で、病気、体調、家族の話など語らいながら元気にグイグイ飲んでいた！ 

また、娘さんからスマートウォッチをプレゼントしてもらった服部君は、幸せいっぱい！ 

 

ここらで、皆の元気な様子を見てみよう。 

    

   



   

 

   

 

  

今日は、３時間の美酒佳肴を満喫し、元気に、楽しく語らいながら、天候悪くても、 

 

２023 年も、よく歩き、よく食べ、よく飲み、よく語りましょう！ 

            皆さん、ぴょんぴょんと、外出しましょう！  



寄川座長のコメント 

12/30 早朝、NHK ラジオから中島みゆきの『ホームにて』が流れていた。『故郷に向かう最終に乗れ

る 

人はいそぎなさいと・・・ネオンライトでは燃やせない故郷行の乗車券・・・』 

『時代』とともに大好きな曲だ。横浜・大阪・成田・東京・宇部・大連の異国で生活した時の心情を 

語ってくれている。 

今、毎週金曜日に。『歩こう会』で 21 回生と故郷の大地を踏みしめている。健康を皆と祝して、 

一杯復一杯にて故郷は世界一。一緒に語り合おう！』 

故郷という言葉に、妙に敏感な歳になったのかな、、、、、、帰りたくもあり、帰れない、微妙なお

年頃だな。 

 

 

 


